








国立療養所へ入院または外来受診をした小児の5つの腎臓病、1)ス剤感受性ネフローゼ症

候群、2)膜性増殖性腎炎、3)紫斑病性腎炎、4)巣状糸球体硬化症、5)IgA 腎症の長期予後

を腎機能低下率、死亡率につきアンケート調査し報告した。腎機能低下率は巣状糸球体硬

化症で最も高く(29.0%)、ス剤感受性ネ症で最も低かった(0%)。死亡は 5例と少なかったが、

判明せる死因で感染症が多かったことは将来死亡率の低下が予測された。 


